
二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
三
）

は
じ
め
に

筆
者
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
中
旬
か
ら
一
一
月
初
旬
に
か
け
、

郵
送
法
に
よ
り
『
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
実
施
し
た
。
本
調
査
は
信
頼
、
規
範
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
関
係
資
本
（
1
）
を
調
査
対
象
と
し
て
い

る
。
全
国
二
一
大
都
市
、
そ
の
他
の
市
、
町
村
か
ら
一
〇
〇
地
点

を
無
作
為
抽
出
し
、
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
ま
で
の
住
民
を
母
集
団

と
し
て
、
各
地
点
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
各
地
点

一
〇
〇
人
計
一
万
人
を
抽
出
し
て
調
査
票
を
郵
送
し
、
三
五
七
五

票
の
有
効
回
答
（
回
答
率
三
五
・
八
％
）
を
得
た
。
そ
の
概
要
は
す

で
に
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
、
二
〇
一
〇
年
に
同
内
容
の
質
問
票

に
よ
り
筆
者
が
全
国
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
Ｎ

＝
一
五
九
九
）
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
が
実
施
し
た
全
国
郵

送
法
調
査
（
Ｎ
＝
一
八
七
八
）
と
の
比
較
を
含
め
、
ま
と
め
て
い

る
。
本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
の
考
察
を
踏

ま
え
、
二
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳
代
ま
で
の
六
つ
の
年
齢
階
層
別
に

調
査
項
目
ご
と
に
ク
ロ
ス
集
計
表
を
作
成
し
、
年
齢
階
層
別
の
基

二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た

社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化

稲　
　

葉　
　

陽　
　

二

研
究
ノ
ー
ト

一
五
三
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二
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一
五
年
三
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）

（
八
九
四
）

一
．
二
〇
一
三
年
全
国
郵
送
法
調
査
の
概
要

（
一
）
調
査
目
的
と
設
問

﹇
目
的
﹈

外
部
性
を
伴
う
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
社
会
関

係
資
本
を
、
一
般
的
信
頼
、
特
定
化
信
頼
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
つ

き
あ
い
・
社
会
参
加
）
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

社
会
関
係
資
本
と
健
康
（
主
観
的
健
康
、
生
活
で
の
積
極
性
＝
抑
う
つ

度
（
2
）

）
と
の
関
連
を
検
証
す
る
。
社
会
関
係
資
本
に
は
一
般
的
信
頼

な
ど
認
知
的
な
も
の
と
、
社
会
交
流
・
社
会
参
加
の
側
面
か
ら
み

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
構
造
的
な
も
の
に
分
か
れ
る
が
、
本
調

査
は
双
方
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
（
3
）
。

﹇
調
査
内
容
・
設
問
﹈

二
〇
一
三
年
調
査
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

問
一　

一
般
的
信
頼
（
九
段
階
回
答
）

特
定
化
互
酬
性
（
三
段
階
回
答
）

一
般
的
互
酬
性
（
三
段
階
回
答
）

問
二　

近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
と
人
数
（
四
段
階
回
答
）

友
人
・
知
人
、
親
戚
、
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
（
五

礎
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
二
〇
一
三
年
調
査
で
は
、
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
は

女
性
の
比
率
が
ほ
ぼ
六
割
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
階
層
の
母

集
団
推
計
に
は
不
適
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
歳
代
は
標
本
数
が

三
〇
一
と
十
分
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る

二
〇
一
三
年
調
査
の
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
の
年
齢
階
層

別
の
デ
ー
タ
、
特
に
二
〇
歳
代
の
値
は
参
考
値
に
と
ど
ま
る
。
加

え
て
、
経
年
比
較
に
用
い
た
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
調
査
と

二
〇
一
〇
年
調
査
は
サ
ン
プ
ル
数
が
二
〇
一
三
年
調
査
よ
り
少
な

く
、
六
階
層
に
分
け
る
と
、
い
ず
れ
の
階
層
も
母
集
団
推
計
に
は

標
本
数
が
足
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
を
経
て
二
〇
一
三
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
年
齢
階
層

別
経
年
変
化
も
参
考
値
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
二
〇
〇
三
年
内
閣

府
調
査
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
か
ら
個
票
デ
ー
タ
の
提
供
を
得

た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

一
五
四



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
五
）

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
居
住
形
態
、
居
住
年
数
、
同
居
人

の
有
無
と
人
数
、
最
終
学
歴
、
年
間
世
帯
収
入

本
調
査
の
設
問
は
基
本
的
に
、
二
〇
〇
三
年
に
内
閣
府
国
民
生

活
局
が
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
へ
委
託
し
て
実
施
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
査
研
究
会
（
委
員
長　

山
内
直
人
大
阪
大

学
教
授
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
準
拠
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
多
く

の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
調
査
の
内
容
・
形
式
に
つ

い
て
は
、
日
本
大
学
医
学
部
倫
理
委
員
会
の
審
査
を
受
審
し
、
承

認
を
得
て
い
る
（
4
）
。

（
二
）
調
査
・
実
施
主
体

日
本
大
学
法
学
部　

稲
葉
陽
二
研
究
室

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
委
託

（
三
）
調
査
関
連
期
間

調
査
票
の
検
討　

二
〇
一
三
年
四
月
〜
六
月

調
査
の
倫
理
面
か
ら
の
審
査 

二
〇
一
三
年
六
月
二
〇
日
〜
七

月
二
三
日

調
査
実
施
期
間　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
月
八
日

段
階
回
答
）

問
三　

地
域
で
の
活
動
状
況

地
縁
的
な
活
動
へ
の
参
加
（
七
段
階
回
答
）

ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
（
七
段
階
回
答
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
（
七
段

階
回
答
）

そ
の
他
の
団
体
活
動
へ
の
参
加
（
七
段
階
回
答
）

最
も
頻
繁
に
参
加
し
て
い
る
活
動
と
そ
の
特
性

問
四　

生
活
の
状
況

主
観
的
生
活
満
足
度
（
五
段
階
回
答
）

日
常
生
活
で
の
心
配
事
（
一
七
項
目
、
五
段
階
回
答
）

特
定
化
信
頼
（
一
一
対
象
、
五
段
階
回
答
）

主
観
的
健
康
感
（
四
段
階
回
答
）

抑
う
つ
度
（
Ｋ
6
、
六
項
目
、
五
段
階
回
答
）

成
人
期
以
後
の
学
習
（
三
項
目
、
五
段
階
回
答
）

日
常
社
会
生
活
に
お
け
る
対
処
（
九
項
目
、
五
段
階
回
答
）

問
五　

寄
付
・
募
金
活
動
に
つ
い
て

寄
付
の
対
象
と
金
額

問
六　

不
正
へ
の
許
容
度
（
四
項
目
、
一
〇
段
階
回
答
）

問
七　

回
答
者
の
属
性

一
五
五
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二
．
集
計
値
で
み
た
調
査
結
果
の
概
要
と

　

本
稿
の
対
象

表
2
は
集
計
値
か
ら
み
た
本
調
査
の
結
果
を
示
し
て
お
り
（
5
）
、

二
〇
一
三
年
調
査
以
外
に
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
実
施
し
た

二
〇
〇
三
年
全
国
郵
送
法
調
査
（
6
）
と
、
筆
者
が
実
施
し
た
二
〇
一
〇

年
全
国
郵
送
法
調
査
の
二
つ
の
全
国
調
査
の
集
計
値
と
の
比
較
を

加
え
て
い
る
。
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
す
で
に
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
本
稿
で
は
、
二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
社
会
関
係
資
本
全
国
調

査
の
概
要
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇

年
調
査
と
の
比
較
を
し
た
。
過
去
の
調
査
の
比
較
で
は
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
で
、
認
知
的
な
社
会

関
係
資
本
で
あ
る
一
般
的
信
頼
は
安
定
し
、
構
造
的
な
社
会
関
係

資
本
で
も
地
縁
活
動
と
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加

率
は
大
幅
に
上
昇
し
た
が
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
接
す
る
隣
人
、

友
人
・
知
人
、
職
場
の
同
僚
、
家
族
、
親
戚
な
ど
と
の
実
質
的
な

つ
き
あ
い
は
大
幅
に
減
り
、
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
で
も
こ
れ

ら
日
常
で
接
す
る
組
織
や
人
々
に
対
す
る
特
定
化
信
頼
は
大
幅
に

毀
損
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
傾
向
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
三
年

（
四
）
母
集
団
と
調
査
対
象
者
、
対
象
者
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法

﹇
母
集
団
﹈
全
国
の
二
〇
歳
か
ら
七
九
歳
の
居
住
者

﹇
対
象
者
﹈
全
国
一
〇
〇
地
点
に
お
け
る
居
住
者
一
〇
〇
〇
〇
名

﹇
サ
ン
プ
リ
ン
グ
方
法
﹈
全
国
一
〇
〇
地
点
を
無
作
為
抽
出
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
二
〇
歳
か
ら

七
九
歳
の
居
住
者
一
〇
〇
人
を
無
作
為
抽
出

﹇
調
査
方
法
﹈
郵
送
法
（
配
付
・
回
収
と
も
）

（
五
）
調
査
配
票
数
・
回
収
数
・
回
収
率

﹇
配
票
数
﹈
一
〇
〇
〇
〇
票

﹇
回
収
数
﹈
三
五
七
五
票
（
無
効
票
な
し
）

﹇
有
効
回
収
数
﹈
三
五
・
七
五
％
（
三
五
七
五
票
／
一
〇
〇
〇
〇
票
）

（
六
）
調
査
実
施
メ
ン
バ
ー

研
究
代
表
者　

稲
葉
陽
二
、
研
究
協
力
者　

緒
方
淳
子
、
調
査

実
施
と
回
答
の
入
力
は
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
委
託

（
七
）
記
述
統
計
量
と
回
答
者
の
属
性

一
五
六



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
七
）

表 1　2013年調査記述統計・回答者の属性

Ｎ 平均・構成比
（％）

標準偏差
ほか 範囲

性別
男性 1628 45.5
女性 1947 54.5

年齢 3575 53.5歳 15.8 20-79

職業

自営業 341 9.5
経営者 87 2.4

民間・団体勤め人
（正規社員） 820 22.9 最頻値

民間・団体勤め人
（契約・派遣社員） 195 5.5

公務員・教員 168 4.7
臨時・パート勤め人 536 15

学生 61 1.7
無職 588 16.4

専業主婦・主夫 594 16.6
その他 94 2.6

居住形態
持ち家 2747 76.8
借家 721 20.2

居住年数 3484 25.5年 0-79

同居人数
単身 346 9.7

同居人あり 3155 88.3

最終学歴

小中学校 375 10.5
高等学校 1438 40.2 中位値・最頻値
専修学校ほか 407 11.4
高専・短大 383 10.7
大学 844 23.6
大学院 81 2.3

世帯年収

200万円未満 354 9.9
200～400万円未満 1051 29.4 最頻値
400～600万円未満 816 22.8 中位値
600～800万円未満 497 13.9
800～1,000万円未満 329 9.2
1,000～1,200万円未満 147 4.1
1,200万円以上 145 4.1一

五
七
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層
別
に
調
査
項
目
に
つ
い
て
ク
ロ
ス
集
計
表
を
作
成
し
、
年
齢
階

層
別
の
基
礎
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
を
研
究
ノ
ー
ト
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
年
齢
階
層
は
、
二
〇
歳
か
ら
二
九
歳

（
Ｎ
＝
三
〇
一
）、
三
〇
歳
か
ら
三
九
歳
（
Ｎ
＝
五
一
六
）、
四
〇
歳
か

ら
四
九
歳
（
Ｎ
＝
六
〇
一
）、
五
〇
歳
か
ら
五
九
歳
（
Ｎ
＝
六
〇
五
）、

六
〇
歳
か
ら
六
九
歳
（
Ｎ
＝
八
〇
三
）、
七
〇
歳
か
ら
七
九
歳
（
Ｎ

＝
六
二
〇
）
の
六
階
層
別
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
調

査
に
お
け
る
回
答
者
の
年
齢
階
層
別
の
属
性
は
表
3
に
ま
と
め
て

い
る
。
社
会
関
係
資
本
、
特
に
構
造
的
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て

は
、
性
差
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
表
3
に
示
す
よ

う
に
、
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
は
女
性
の
比
率
が
ほ
ぼ
六

割
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
階
層
の
母
集
団
推
計
に
は
不
適
で

あ
る
。
ま
た
、
二
〇
歳
代
は
標
本
数
も
三
〇
一
と
十
分
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
の

年
齢
階
層
別
の
デ
ー
タ
、
特
に
二
〇
歳
代
の
値
は
参
考
値
に
と
ど

ま
る
。

間
で
も
み
ら
れ
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
わ
ず
か
三
年

の
間
に
、
一
般
的
信
頼
を
除
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体
と
す
る

構
造
的
な
社
会
関
係
資
本
と
、
認
知
的
で
は
あ
る
が
構
造
的
な
社

会
関
係
資
本
の
影
響
を
受
け
や
す
い
特
定
化
信
頼
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
の
社
会
経
済
環
境

に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
天

災
の
激
化
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
東
日
本
大
震
災
は
人
々
の

間
に
絆
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
絆
を

社
会
関
係
資
本
と
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
三
年
間
で
む
し
ろ
社
会
関

係
資
本
の
指
標
は
強
化
さ
れ
る
方
向
へ
の
変
化
が
期
待
さ
れ
て
い

た
が
、
集
計
値
で
み
る
限
り
本
調
査
の
結
果
は
ま
っ
た
く
反
対
の

変
化
を
示
唆
し
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
の
変
化
は
、
性
別
、
年
齢

階
層
別
、
年
間
世
帯
収
入
別
で
み
た
場
合
、
基
本
的
に
す
べ
て
の

階
層
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
の
で
、
性
別
、
高
齢
化
、
収
入
の

影
響
に
よ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
職
業
別
に
み
た

場
合
は
、
有
意
に
差
が
み
ら
れ
る
職
種
と
、
そ
う
で
な
い
職
種
に

二
分
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
三
年
調

査
と
の
比
較
で
み
ら
れ
た
社
会
関
係
資
本
の
変
化
は
、
基
本
的
に

こ
の
間
の
雇
用
環
境
と
労
働
市
場
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
も
の

と
い
え
る
。」（
稲
葉
二
〇
一
四
、
二
五
│
二
六
頁
。）

本
稿
で
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
の
考
察
を
踏
ま
え
、
年
齢
階

一
五
八



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
八
九
九
）

表
2
　
調
査
結
果
（
集
計
値
）
の
概
要

（
％
）

類
型

一
般
的
信
頼

特
定
化
信
頼

設
問

一
般
的
な

信
頼

旅
先
で
の

信
頼

近
所
の
人
々

へ
の
信
頼

家
族

へ
の
信
頼

親
戚

へ
の
信
頼

友
人
・
知
人

へ
の
信
頼

職
場
の
同
僚

へ
の
信
頼

サ
ン
プ
ル
数

ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る

ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

頼
り
に
な
る

全
国
調
査
（
20
13
年
）

3,
57
5

26
.9

22
.0

31
.9

84
.1

58
.2

60
.4

28
.8

全
国
調
査
（
20
10
年
）

1,
59
9

27
.9

21
.3

40
.5

89
.1

66
.7

69
.7

36
.5

全
国
調
査
（
20
03
年
）

1,
87
8

24
.8

18
.9

43
.1

90
.1

63
.8

73
.7

42
.9

20
10
か
ら
20
13
へ
の
変
化

-1
.0

0.
7

-8
.6

-5
.0

-8
.5

-9
.3

-7
.7

20
03
か
ら
20
13
へ
の
変
化

2.
1

3.
1

-1
1.
2

-6
.0

-5
.6

-1
3.
3

-1
4.
1 （
％
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
つ
き
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
団
体
参
加

近
所
づ
き
あ
い

の
程
度

近
所
づ
き
あ
い

の
人
数

友
人
・
知
人
と
の

つ
き
あ
い
頻
度

親
戚
と
の

つ
き
あ
い
頻
度

職
場
の
同
僚
と
の

つ
き
あ
い
頻
度

地
縁
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・

趣
味
・

娯
楽
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

市
民
活
動

生
活
面
で

協
力
・
立
話

か
な
り
多
い
・

あ
る
程
度
と
面
識

日
常
的
・

あ
る
程
度
頻
繁

日
常
的
・

あ
る
程
度
頻
繁

日
常
的
・

あ
る
程
度
頻
繁
参
加
し
て
い
る
参
加
し
て
い
る
参
加
し
て
い
る

全
国
調
査
（
20
13
年
）

59
.0

56
.8

45
.2

32
.9

17
.2

50
.7

55
.8

30
.1

全
国
調
査
（
20
10
年
）

60
.4

59
.5

49
.2

38
.0

22
.1

51
.8

52
.0

32
.1

全
国
調
査
（
20
03
年
）

70
.1

67
.7

57
.7

37
.1

25
.4

35
.5

30
.9

16
.8

20
10
か
ら
20
13
へ
の
変
化

-1
.4

-2
.7

-4
.0

-5
.1

-4
.9

-1
.1

3.
8

-2
.0

20
03
か
ら
20
13
へ
の
変
化

-1
1.
1

-1
0.
9

-1
2.
5

-4
.2

-8
.2

15
.2

24
.9

13
.3

一
五
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
〇
〇
）

表 3　年齢階層別回答者属性（％）

30歳未満
（301）

30-39
（516）

40-49
（601）

50-59
（605）

60-69
（803）

70歳以上
（620）

性別
男 40.9 39.8 41.3 45.5 49.9 50.8
女 59.1 60.2 58.7 54.5 50.1 49.2

職業

自営業 2.1 7.8 9.7 10.0 18.4 17.1
経営者・役員 0.0 1.7 3.1 3.1 6.1 1.7
民間勤め人（正規雇用） 45.8 48.7 40.4 36.1 9.0 1.7
民間勤め人（非正規雇用） 6.3 6.9 8.5 8.6 8.0 1.1
公務員・教員 4.9 7.3 7.4 12.0 1.9 1.1
パート等 11.1 21.5 24.8 22.8 20.6 5.2
学生 20.5 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0
無職 6.9 4.7 3.7 4.9 31.7 65.6

居住形態

持家（ 1戸建） 42.6 50.3 55.3 68.5 77.3 79.2
持家（集合住宅） 13.2 13.1 18.4 15.4 11.6 9.2
民間借家 27.7 25.4 16.5 8.3 5.2 4.1
社宅等 2.6 4.2 2.9 1.1 0.4 0.0
公営借家 7.7 4.6 4.4 5.2 4.1 6.5
借間 3.9 1.3 1.1 0.3 0.2 0.3
住み込み 1.6 0.2 0.0 0.3 0.4 0.0

住み続け
たいか

住み続けたい 42.8 55.6 56.8 57.6 72.1 78.7
どちらでもよい 38.3 33.2 33.7 33.1 18.5 15.2
引っ越したい 16.6 8.7 8.3 6.7 5.1 1.8

同居人の
有無

あり 82.8 92.3 94.3 93.1 88.7 86.7
一人暮らし 17.2 7.7 5.7 6.9 11.3 13.3

最終学歴

小・中学校 3.5 2.3 1.9 3.8 13.2 32.0
高等学校 27.7 26.4 40.1 40.9 50.5 45.2
専門学校等 12.9 17.1 14.2 12.1 8.6 6.5
高専・短大 10.3 16.3 15.8 12.6 7.3 4.3
大学 40.8 31.2 25.0 27.5 19.0 10.7
大学院 4.2 5.3 2.4 2.2 1.0 0.5

世帯収入

200万円未満 9.1 5.7 6.3 5.5 13.2 21.0
200～400万円未満 32.3 23.1 19.8 19.2 41.8 47.9
400～600万円未満 21.7 36.2 26.9 22.7 23.8 16.4
600～800万円未満 14.6 16.6 23.0 20.5 9.7 7.1
800～1,000万円未満 9.8 12.3 13.7 15.2 5.5 4.6
1,000～1,200万円未満 5.1 3.5 6.1 9.3 2.0 1.5
1,200万円以上 7.5 2.7 4.4 7.7 4.0 1.5

年齢
（サンプル数）

属性

一
六
〇



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
一
）

三
│
二　

年
齢
階
層
別
社
会
関
係
資
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
団
体
参
加
な
ど
の
構
造
的
社
会
関
係
資
本
に

つ
い
て
は
、
総
じ
て
い
え
ば
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
つ
き
あ

い
や
団
体
参
加
の
頻
度
が
上
が
る
。
そ
の
一
方
で
、
信
頼
や
互
酬

性
な
ど
の
認
知
的
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
は
、
年
齢
階
層
が
上

が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
高
水
準
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

社
会
全
体
へ
対
す
る
一
般
的
信
頼
は
壮
年
期
が
ピ
ー
ク
で
、
六
〇

歳
代
以
降
は
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
定
化
信
頼
は
、

同
僚
や
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
は
年
齢
が
上
が
る
と
低
下
す
る
。

同
様
に
互
酬
性
は
、
若
年
層
の
ほ
う
が
壮
年
層
、
高
齢
層
よ
り
も

高
い
。

構
造
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
構
造
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
近
所
づ
き
あ

い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」、「
友
人
・
知
人
と
の
つ

き
あ
い
の
頻
度
」、「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」、「
同

僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」、「
地
縁
的
な
活
動
の
参
加
率
」、「
ス

ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
率
」、「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参

加
率
」
の
九
つ
の
設
問
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
近
所
づ
き

三
．
年
齢
階
層
別
に
み
た
二
〇
一
三
年
調
査

三
│
一　

年
齢
階
層
別
属
性

表
3
は
年
齢
階
層
別
の
属
性
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
は
女
性
の
比
率
が
ほ

ぼ
六
割
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
階
層
に
つ
い
て
は
バ
イ
ア
ス

が
あ
る
。
ま
た
、
職
業
は
若
年
層
か
ら
五
〇
歳
代
の
壮
年
層
ま
で

は
「
民
間
勤
め
人
（
正
規
雇
用
）」
が
最
も
多
い
。
持
家
比
率
は

二
〇
歳
代
で
も
五
六
％
に
達
し
て
お
り
、
七
〇
歳
で
は
九
割
近
く

と
全
般
に
高
い
。
世
帯
収
入
も
中
位
数
は
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳

代
ま
で
四
〇
〇
万
円
〜
六
〇
〇
万
円
未
満
で
あ
り
五
〇
歳
代
で

六
〇
〇
万
円
〜
八
〇
〇
万
円
未
満
に
上
が
り
、
そ
の
後
六
〇
歳
代

で
四
〇
〇
万
円
〜
六
〇
〇
万
円
未
満
に
戻
り
、
七
〇
歳
代
で

二
〇
〇
万
円
〜
四
〇
〇
万
円
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
学
齢
で

最
頻
値
は
、
二
〇
歳
代
と
三
〇
歳
代
が
大
学
で
あ
る
が
、
四
〇
歳

代
以
降
は
高
等
学
校
が
最
頻
値
と
な
る
。
回
答
者
の
六
〇
歳
代
で

九
人
に
一
人
、
七
〇
歳
代
で
七
・
五
人
に
一
人
が
一
人
暮
ら
し
で

あ
る
。

一
六
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
〇
二
）

あ
い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
図
1
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
、
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
居
住

年
数
が
長
く
な
れ
ば
、
近
所
つ
き
あ
い
も
そ
れ
に
比
し
て
長
期
と

な
る
の
で
十
分
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
団
体
参
加
率

も
、
図
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
参
加
率
が

上
昇
す
る
。
四
つ
の
タ
イ
プ
の
活
動
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
現

役
か
ら
退
く
六
〇
歳
代
で
参
加
率
が
大
き
く
上
昇
す
る
。
四
つ
の

タ
イ
プ
の
活
動
の
う
ち
、「
地
縁
的
な
活
動
」
は
二
〇
歳
代
で
は

一
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
〇
歳
代
で
五
〇
％
を
超
え
、
六
〇

歳
代
に
な
る
と
六
〇
％
を
超
え
、
壮
年
層
と
高
齢
者
層
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
わ
か
る
。
同
様
の
傾
向
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
」「
そ
の
他
の
団
体
活
動
」
に
つ

い
て
も
み
ら
れ
る
が
、
年
齢
階
層
間
の
差
は
「
地
縁
的
活
動
」
よ

り
小
さ
い
。
た
だ
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
は

二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
％
近
く
の
参
加
率
が
あ
り
、
そ
れ
が
五
〇
歳

代
ま
で
継
続
さ
れ
、
世
代
間
の
差
が
他
の
三
つ
の
活
動
と
比
し
て

小
さ
い
。
世
代
間
の
社
会
関
係
資
本
の
醸
成
に
は
、「
地
縁
的
な

活
動
」
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
を
活
用
し
た
ほ

う
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
構
造
的
社
会
関
係
資
本

の
な
か
で
も
、
年
齢
階
層
が
上
昇
し
て
も
上
が
ら
な
い
も
の
も
あ

図 1　年齢階層別　近所づきあい
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
三
）

る
。
具
体
的
に
は
、
図
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
友
人
・
知
人

と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」

「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
二
〇
歳
代
が
高
く
、
三
〇
歳

代
で
大
幅
に
低
下
し
、
五
〇
歳
代
ま
で
低
水
準
で
底
這
い
し
、

六
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳
代
に
か
け
て
上
昇
す
る
Ｕ
字
型
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
壮
年
期
に
入
る
に
し
た
が
っ
て
職
場
や
子
育
て
、

教
育
な
ど
に
よ
っ
て
友
人
・
知
人
、
親
戚
、
同
僚
と
疎
遠
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

認
知
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
認
知
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
一
般
的
信
頼
」

「
特
定
化
信
頼
」「
一
般
的
互
酬
性
」「
特
定
化
互
酬
性
」
を
尋
ね

て
い
る
が
、「
特
定
化
信
頼
」
は
組
織
に
対
す
る
信
頼
（「
学
校
・

病
院
等
の
公
的
機
関
等
」「
警
察
や
交
番
等
」「
市
役
所
・
町
村
役
場
等
」

「
自
治
会
等
の
地
縁
団
体
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
」

「
勤
務
先
」）
と
人
に
対
す
る
信
頼
（「
友
人
・
知
人
」「
近
所
の
人
々
」

「
家
族
」「
親
戚
」「
同
僚
」）
に
分
け
、
よ
り
詳
細
に
調
べ
て
い
る
。

図
4
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
般
的
信
頼
」（「
ほ
と
ん
ど
の
人

は
信
頼
で
き
る
」）
は
二
〇
歳
代
で
は
二
〇
％
と
低
い
が
、
五
〇
歳

代
で
三
〇
％
を
超
え
、
六
〇
歳
代
で
横
ば
い
、
七
〇
歳
代
で
微
減

図 2　年齢階層別　団体参加率
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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す
る
。
ま
た
、
組
織
に
対
す
る
「
特
定
化
信
頼
」（
図
5
）
も
「
勤

務
先
」
に
対
す
る
信
頼
を
除
き
、
総
じ
て
年
齢
階
層
が
上
が
る
に

つ
れ
上
昇
す
る
。
た
だ
し
、
人
に
対
す
る
「
特
定
化
信
頼
」（
図

6
）
で
は
「
友
人
・
知
人
」「
同
僚
」
へ
の
信
頼
は
年
齢
階
層
が

上
が
る
に
つ
れ
て
低
下
す
る
。
ま
た
、
一
般
的
互
酬
性
と
特
定
化

互
酬
性
（
図
4
）
も
若
年
層
の
ほ
う
が
壮
年
層
、
高
齢
者
層
よ
り

も
高
く
、
人
生
で
の
経
験
を
積
む
に
し
た
が
い
互
酬
性
は
毀
損
し

て
い
く
よ
う
に
み
え
、
一
般
的
信
頼
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

三
│
三　

年
齢
階
層
別
に
み
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ

生
活
満
足
度
と
生
活
上
の
孤
立
へ
の
懸
念

「
生
活
に
満
足
」
の
比
率
（
図
7
）
は
ど
の
年
齢
階
層
で
も
五

割
を
超
え
、
年
齢
階
層
別
に
は
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、

四
〇
歳
代
、
五
〇
歳
代
が
五
割
と
最
も
低
く
、
六
〇
歳
代
で
上
昇

し
、
七
〇
歳
代
で
は
六
割
を
越
え
る
。
生
活
満
足
度
が
年
齢
階
層

に
か
か
わ
ら
ず
高
水
準
で
あ
る
が
、「
孤
立
へ
の
懸
念
」
も
各
年

齢
階
層
で
三
割
前
後
と
比
較
的
高
く
、
六
〇
歳
代
で
二
五
％
程
度

へ
低
下
す
る
が
、
七
〇
歳
代
で
再
び
三
割
が
「
孤
立
へ
の
懸
念
」

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
「
家
庭
内
の
人
間
関
係
」

「
近
隣
で
の
人
間
関
係
」
で
も
み
ら
れ
、
前
者
は
二
割
前
後
、
後

図 3　年齢階層別　つきあい（友人・知人、親戚・親類、同僚）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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図 4　年齢階層別一般的信頼と互酬性
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成

図 5　年齢階層別特定化信頼─対組織
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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者
一
割
前
後
の
水
準
で
、
全
年
齢
階
層
共
通
の
問
題
・
心
配
事
と

な
っ
て
い
る
。
孤
立
を
含
め
た
人
間
関
係
へ
の
懸
念
は
全
年
齢
階

層
共
通
で
あ
り
、
人
生
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
悩
み
の
種
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

社
会
へ
の
寛
容
性
・
不
正
へ
の
許
容
度

本
調
査
で
は
回
答
者
の
社
会
へ
の
寛
容
性
の
指
標
と
し
て
「
各

種
募
金
」「
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
保
全
・
安
全
な
生
活
・
国
際
協

力
の
た
め
の
活
動
」「
宗
教
団
体
」「
国
や
地
方
団
体
」「
そ
の
他

団
体
」
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
年
齢
階
層
別
に
寄
付

（
金
銭
＋
現
物
）
し
た
者
の
比
率
（
図
8
）
を
み
る
と
、「
各
種
募

金
」
へ
の
参
加
率
が
最
も
高
い
。「
各
種
募
金
」
に
次
い
で
「
ま

ち
づ
く
り
・
環
境
保
全
・
安
全
な
生
活
・
国
際
協
力
の
た
め
の
活

動
」
へ
の
寄
付
の
参
加
率
が
高
く
、
表
に
は
な
い
が
「
各
種
募

金
」
や
他
の
寄
付
と
比
べ
て
現
物
の
比
率
が
比
較
的
高
い
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。
ど
の
分
類
の
寄
付
で
も
、
年
齢
階
層
が
上
が
れ
ば

上
が
る
ほ
ど
、
寄
付
へ
の
参
加
率
が
高
ま
る
。

寄
付
に
加
え
て
、「
公
共
交
通
機
関
の
料
金
を
ご
ま
か
す
」「
賄

賂
」「
脱
税
」「
無
資
格
で
の
年
金
や
医
療
給
付
の
請
求
」
の
四
つ

の
不
正
に
つ
い
て
許
容
度
（「
認
め
ら
れ
な
い
」
の
比
率
）
を
尋
ね

図 6　年齢階層別　特定化信頼─対人
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
七
）

て
い
る
（
図
9
）。
脱
税
へ
の
許
容
度
が
一
番
低
く
（「
認
め
ら
れ
な

い
」
と
す
る
比
率
が
高
い
）、「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正
受
給
」
へ

の
許
容
度
が
一
番
高
い
。
四
つ
の
不
正
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、

年
齢
階
級
が
上
が
る
ほ
ど
不
正
を
認
め
な
い
と
す
る
比
率
が
高
ま

る
が
、「
脱
税
」「
公
共
交
通
料
金
」
に
つ
い
て
は
「
認
め
ら
れ
な

い
」
と
す
る
比
率
が
七
〇
歳
代
で
は
若
干
低
下
す
る
。
ま
た
、

「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正
受
給
」
に
つ
い
て
は
若
年
層
の
許
容

度
が
特
に
高
く
、
二
〇
歳
代
で
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比

率
は
五
六
％
に
す
ぎ
ず
、
年
金
・
医
療
給
付
に
関
す
る
モ
ラ
ル
低

下
が
顕
著
で
あ
る
。

身
体
と
心
の
健
康

二
〇
一
三
年
調
査
は
身
体
の
健
康
の
指
標
と
し
て
「
主
観
的
健

康
感
（S

elf-R
ated H

ealth, S
R
H

と
略
）
と
心
の
健
康
の
指
標
と

し
て
「
Ｋ
6
値
（
〇
〜
二
四
）」
を
尋
ね
て
い
る
。
Ｋ
6
値
は
抑
う

つ
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
。
図
10
は
両
者
を
ま
と
め
て
表

示
し
て
い
る
が
、
Ｋ
6
値
は
各
年
齢
階
層
の
平
均
値
を
示
し
、

Ｓ
Ｒ
Ｈ
は
「
あ
ま
り
健
康
で
は
な
い
」
と
「
健
康
で
は
な
い
」
と

の
合
計
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。
心
の
健
康
を
表
す
Ｋ
6
は
二
〇

歳
代
が
一
番
高
く
、
そ
の
後
六
〇
歳
代
ま
で
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

図 7　生活満足度と世代間共通の問題・心配事
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成 
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図 9　年齢階層別　不正許容度（「認められない」の比率）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成

図 8　年齢階層別　寄付率（金銭+現物）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
〇
九
）

に
低
下
し
て
い
る
が
、
身
体
の
健
康
を
表
す
主
観
的
健
康
感
は

三
〇
歳
代
を
底
に
そ
の
後
年
齢
階
層
が
上
が
る
ご
と
に
一
貫
し
て

上
昇
し
て
お
り
、
七
〇
歳
代
で
は
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
が
健
康
で
は

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
心
の
健
康
は
年
齢
と
順
相
関
で
年
を

取
る
と
改
善
す
る
が
、
身
体
の
健
康
は
年
齢
と
逆
相
関
で
年
を
と

る
と
悪
化
す
る
。
身
体
の
健
康
と
年
齢
の
関
係
は
当
然
で
あ
る
が
、

心
の
健
康
と
年
齢
の
順
相
関
は
、
若
年
層
を
囲
む
環
境
が
い
か
に

過
酷
で
あ
る
か
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
よ
う
。

三
│
四　

年
齢
階
層
別
に
み
た
性
差

社
会
関
係
資
本
に
は
性
差
が
大
き
い
と
い
う
点
が
先
行
研
究
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
調
査
で
も
顕
著
に
み
ら
れ
、
年
齢

階
層
別
で
も
男
女
間
で
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
構
造
的
社
会

関
係
資
本
は
、
身
近
な
人
々
と
の
つ
き
あ
い
は
女
性
の
方
が
密
で

あ
る
が
、
団
体
参
加
率
は
男
性
の
ほ
う
が
高
い
。
一
方
、
認
知
的

社
会
関
係
資
本
の
性
差
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。

構
造
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
構
造
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
近
所
づ
き
あ

い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」「
友
人
・
知
人
と
の
つ

図10　年齢階層別　主観的健康感（SRH）と心の健康（K 6値）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート調査」よ
り筆者作成
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き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
同
僚

と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
地
縁
的
な
活
動
の
参
加
率
」「
ス
ポ
ー

ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
率
」「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参

加
率
」
の
九
つ
の
設
問
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
近
所
づ
き

あ
い
の
程
度
」「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」「
友
人
・
知
人
と
の
つ

き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
、

図
11
か
ら
図
13
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
女
性
の
方
が
高

い
。
た
だ
し
、「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」（
図
14
）
は
男
性

の
方
が
高
い
。
ま
た
、
図
15
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
団
体
参
加
率

は
「
地
縁
的
な
活
動
」
が
女
性
の
参
加
率
が
三
〇
歳
代
で
四
割
を

超
え
、
四
〇
歳
代
で
男
女
と
も
に
五
割
に
達
す
る
が
、
三
〇
歳
代

の
女
性
が
い
わ
ば
実
働
部
隊
と
し
て
地
縁
的
活
動
を
支
え
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の

参
加
率
」（
図
16
）
で
は
四
〇
歳
代
ま
で
は
男
女
差
は
大
き
く
な

い
が
、
五
〇
歳
代
で
女
性
が
男
性
を
上
回
り
、
六
〇
歳
以
降
で
は

逆
に
男
性
の
参
加
率
が
上
回
る
。
ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・

娯
楽
活
動
へ
の
参
加
率
」（
図
17
）、「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参

加
率
」（
図
18
）
は
ほ
ぼ
一
環
し
て
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
高
い
。

図11　年齢階層別　近所づきあい
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
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一
）

図12　年齢階層別　つきあい（友人・知人）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図13　年齢階層別　つきあい（親戚・親類）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図15　年齢階層別　団体参加率（地縁的な活動）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図14　年齢階層別　つきあい（同僚）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図16　年齢階層別　団体参加率（ボランティア・NPO・市民活動）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図17　年齢階層別　団体参加率（スポーツ・趣味・娯楽）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

一
七
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
一
四
）

認
知
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
認
知
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
一
般
的
信
頼
」

「
特
定
化
信
頼
」「
一
般
的
互
酬
性
」「
特
定
化
互
酬
性
」
を
尋
ね

て
い
る
が
、「
特
定
化
信
頼
」
は
組
織
に
対
す
る
信
頼
（「
学
校
・

病
院
等
の
公
的
機
関
等
」「
警
察
や
交
番
等
」「
市
役
所
・
町
村
役
場
等
」

「
自
治
会
等
の
地
縁
団
体
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
」

「
勤
務
先
」）
と
人
に
対
す
る
信
頼
（「
友
人
・
知
人
」「
近
所
の
人
々
」

「
家
族
」「
親
戚
」「
同
僚
」）
に
分
け
、
よ
り
詳
細
に
調
べ
て
い
る
。

「
一
般
的
信
頼
」
は
、
図
19
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
調
査
で

は
男
性
四
〇
歳
代
の
一
般
的
信
頼
が
二
二
％
と
極
め
て
低
い
が
、

五
〇
歳
代
で
回
復
し
男
女
同
水
準
と
な
り
、
六
〇
歳
代
以
降
で
は

逆
に
女
性
が
大
幅
な
低
下
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
図
20
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
一
般
的
互
酬
性
で
は
、
女
性
が
一
貫
し
て
男
性
よ
り

も
高
い
が
、
逆
に
特
定
化
互
酬
性
で
は
二
〇
歳
代
を
除
き
、
男
性

の
方
が
高
い
。
一
般
的
信
頼
と
互
酬
性
で
は
、
性
差
は
年
齢
階
級

別
に
極
め
て
複
雑
な
変
化
を
し
て
お
り
、
こ
の
背
景
は
詳
ら
か
で

な
い
。
た
だ
し
、
人
に
対
す
る
「
特
定
化
信
頼
」（
図
21
、
図
22
）

で
は
「
近
所
の
人
々
」「
友
人
・
知
人
」
で
は
女
性
が
男
性
よ
り

も
高
く
、「
同
僚
」
へ
の
信
頼
は
男
性
の
方
が
高
い
。

図18　年齢階層別　団体参加率（その他の団体活動）
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図19　年齢階層別　一般的信頼
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図20　年齢階層別　特定化互酬性と一般的互酬性
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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図21　年齢階層別　特定化信頼─対人①
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成

図22　年齢階層別　特定化信頼─対人②
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（資料）　 「2013年　暮らしの安心・信頼社会参加に関するアンケート調査」より
筆者作成
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
一
七
）

値
で
あ
る
。

構
造
的
社
会
関
係
資
本

繰
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
調
査
で
は
構
造
的
社
会

関
係
資
本
と
し
て
、「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」「
近
所
づ
き
あ
い

の
頻
度
」「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
親
戚
・
親
類

と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」「
地
縁

的
な
活
動
の
参
加
率
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参

加
率
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
率
」

「
そ
の
他
団
体
活
動
へ
の
参
加
率
」
の
九
つ
の
設
問
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
う
ち
「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」（
図
23
）、「
近
所
づ

き
あ
い
の
頻
度
」（
図
24
）
は
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
上
昇

す
る
が
、
い
ず
れ
も
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
に
六
つ

の
年
齢
階
層
全
て
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
四
〇
歳
代
と
五
〇
歳

代
で
の
低
下
が
大
き
い
。「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」
の
な
か
の

選
択
肢
で
あ
る
「
隣
の
人
が
誰
か
も
知
ら
な
い
」（
図
25
）
の
比

率
は
若
年
層
ほ
ど
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
加
え
て
「
近
所
づ
き

あ
い
の
頻
度
」
の
選
択
肢
で
あ
る
「
つ
き
あ
い
は
全
く
し
て
い
な

い
」
の
比
率
（
図
26
）
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

四
．
年
齢
階
層
別
に
み
た
社
会
関
係
資
本
の

　

経
年
比
較

二
〇
一
三
年
調
査
の
設
問
は
基
本
的
に
二
〇
〇
三
年
に
内
閣
府

国
民
生
活
局
が
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
へ
委
託
し
て
実
施
し

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
査
研
究
会
（
委
員
長　

山
内
直
人

大
阪
大
学
教
授
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
Ｎ
＝
二
〇
〇
〇
、

郵
送
法
調
査
Ｎ
＝
一
八
七
八
）
に
準
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
一
〇
年
に
は
筆
者
が
郵
送
法
に
よ
る
全
国
調
査
（
Ｎ
＝

一
五
九
九
）
を
実
施
し
て
い
る
。
両
調
査
の
設
問
の
大
部
分
は
今

回
実
施
し
た
二
〇
一
三
年
調
査
に
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
調
査
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
三
調
査

の
比
較
を
通
じ
て
、
社
会
関
係
資
本
の
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
三
年
の
間
の
変
化
を
年
齢
階
層
別
に
み
て
い
き
た
い
。
た

だ
し
、
年
齢
階
層
別
の
サ
ン
プ
ル
数
は
二
〇
〇
三
年
調
査
、

二
〇
一
〇
年
調
査
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
歳
代
三
五
九
と
一
八
三
、

三
〇
歳
代
三
〇
六
と
二
六
三
、
四
〇
歳
代
三
〇
五
と
二
六
七
、

五
〇
歳
代
三
四
五
と
二
七
七
、
六
〇
歳
代
三
四
七
と
三
七
二
、

七
〇
歳
代
二
一
二
と
二
三
七
と
、
い
ず
れ
も
母
集
団
推
計
に
は
十

分
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
の
値
は
あ
く
ま
で
も
参
考

一
七
七
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図23　年齢階層別　近所づきあい（生活面で協力＋日常的に立ち話） 
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図24　年齢階層別　近所づきあい（かなり多くの人＋ある程度の人数）
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一
三
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国
調
査
と
二
〇
〇
三
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全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
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（
九
一
九
）

図25　近所づきあいの人数 「隣の人がだれかも知らない」
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図26　近所づきあいの頻度 「つきあいは全くしていない」
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ま
た
、「
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
も
、
図
27
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
、
全
年

齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
、
四
〇
歳
代
以
上
で
は

二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
も
低
下
し
て
い
る
。「
親
戚
・

親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」（
図
28
）
は
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
一
三
年
の
間
の
低
下
を
大
き
く
、「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の

頻
度
」（
図
29
）
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
で
、

二
〇
歳
代
を
除
き
全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
団

体
参
加
率
は
、
四
つ
の
タ
イ
プ
の
活
動
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
参
加
率
が
上
昇
す
る
（
図
30
〜
33
）。
四
つ
の

タ
イ
プ
の
活
動
の
う
ち
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活

動
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
は
、
全
年
齢
階
層
で
参

加
率
が
上
昇
し
た
。
前
者
は
四
〇
歳
代
以
降
の
参
加
率
上
昇
が
顕

著
で
あ
る
が
、
後
者
は
二
〇
歳
代
の
若
年
層
も
含
め
全
て
の
年
齢

階
層
で
大
幅
な
上
昇
が
み
ら
れ
る
。「
地
縁
的
な
活
動
」
は
四
〇

歳
代
以
降
の
参
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
。「
そ
の
他
の
団
体
活
動
」

で
は
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
代
で
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
る
。

認
知
的
社
会
関
係
資
本

本
調
査
で
は
認
知
的
社
会
関
係
資
本
と
し
て
、「
一
般
的
信
頼
」

図27　年齢階層別　つきあい（友人・知人）
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（注）　「日常的にある」と「ある程度頻繁にある」の合計
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図28　年齢階層別　つきあい（親戚・親類）
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（注）　「日常的にある」と「ある程度頻繁にある」の合計

図29　年齢階層別　つきあい（同僚）
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（注）　「日常的にある」と「ある程度頻繁にある」の合計
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図31　年齢階層別　団体参加率（スポーツ・趣味・娯楽）
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（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出

図30　年齢階層別　団体参加率（地縁的な活動）
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（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出
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図32　年齢階層別　団体参加率（ボランティア・NPO・市民活動）
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（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出

図33　年齢階層別　団体参加率（その他の団体活動）
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（注）　100－（活動していない、欠損値の割合）で参加率を算出
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（
図
35
）、「
学
校
・
病
院
等
の
公
的
機
関
等
」（
図
36
）、「
自
治
会

な
ど
へ
の
地
縁
団
体
」（
図
37
）
へ
の
信
頼
は
、
二
〇
〇
三
年
と

二
〇
一
〇
年
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
が
、
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
一
三
年
に
か
け
て
全
年
齢
階
層
で
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、「
警
察
や
交
番
等
」（
図
38
）
へ
の
信
頼
は
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
は
む
し
ろ
上
昇
し
、
二
〇
一
〇
年
以
降

大
幅
な
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

「
特
定
化
信
頼
」
の
対
人
に
つ
い
て
も
、
対
組
織
と
同
様
に

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
を
取
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
の
変
化
は
必
ず
し
も
一
律
低
下
で
は
な
い
。「
友

人
・
知
人
」
へ
の
信
頼
（
図
42
）
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
の
間
二
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
に
か
け
て
は
、
む
し
ろ

二
〇
一
〇
年
水
準
の
方
が
高
い
。
同
様
の
傾
向
は
「
家
族
」（
図

43
）、「
親
戚
」（
図
44
）、「
同
僚
」（
図
45
）
へ
の
信
頼
で
も
見
ら

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
特
定
化
信
頼
」
は
対
組
織
・
対
人
と
も

に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
変
化
は
比
較
的
軽
微

で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
以
降
大
幅
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

「
特
定
化
信
頼
」「
一
般
的
互
酬
性
」「
特
定
化
互
酬
性
」
を
尋
ね

て
い
る
が
、「
特
定
化
信
頼
」
は
組
織
に
対
す
る
信
頼
（「
学
校
・

病
院
等
の
公
的
機
関
等
」「
警
察
や
交
番
等
」「
市
役
所
・
町
村
役
場
等
」

「
自
治
会
等
の
地
縁
団
体
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
」

「
勤
務
先
」）
と
人
に
対
す
る
信
頼
（「
友
人
・
知
人
」「
近
所
の
人
々
」

「
家
族
」「
親
戚
」「
同
僚
」）
に
分
け
、
よ
り
詳
細
に
調
べ
て
い
る
。

図
34
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
般
的
信
頼
」
は
二
〇
〇
三
年

か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
全
年
齢
階
層
で
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
二
〇
一
三
年
も
、
二
〇
歳
代
と
四
〇
歳
代
を
除
き
、

二
〇
〇
三
年
の
水
準
よ
り
も
高
い
。
二
〇
〇
三
年
調
査
で
は
四
〇

歳
代
が
一
番
高
く
、
一
〇
年
後
の
二
〇
一
三
年
調
査
で
は
五
〇
歳

代
が
一
番
高
い
。
二
〇
〇
三
年
調
査
の
四
〇
歳
代
は
一
九
六
三
年

か
ら
七
三
年
の
高
度
成
長
期
に
生
ま
れ
た
世
代
で
あ
る
が
、
高
度

成
長
期
に
お
け
る
幼
少
期
の
体
験
が
一
般
的
信
頼
に
つ
い
て
の
前

向
き
の
評
価
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

特
定
の
人
や
組
織
へ
の
「
特
定
化
信
頼
」
は
総
じ
て
二
〇
〇
三
年

か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
、
ほ
ぼ
全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
対
組
織
へ
の
「
特
定
化
信
頼
」
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
の
変
化
は
軽
微
で
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年

の
間
の
低
下
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
、「
市
役
所
・
町
役
場
等
」

一
八
四
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図34　 一般人への信頼「ほとんどの人は信頼できる」
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図35　年齢階層別　特定化信頼─対組織（市役所・町役場等）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図36　年齢階層別　特定化信頼対組織（学校・病院等の公的機関等）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図37　年齢階層別　特定化信頼─対組織（自治会等の地縁団体）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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一
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全
国
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査
と
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〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
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関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
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七
）

図38　年齢階層別　特定化信頼─対組織（警察や交番等）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図39　年齢階層別　特定化信頼対組織（ボランティア・NPO・市民活動団体）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図40　年齢階層別　特定化信頼─対組織（勤務先）

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

30 30 39 40 49 50 59 60 69 70

2003

2010

2013

（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図41　年齢階層別　特定化信頼─対人（近所の人々）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図42　年齢階層別　特定化信頼─対人（友人・知人）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図43　年齢階層別　特定化信頼─対人（家族）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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図44　年齢階層別　特定化信頼─対人（親戚）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計

図45　年齢階層別　特定化信頼─対人（職場の同僚）
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（注）　「大いに頼りになる」と「ある程度、頼りになる」の合計
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二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
一
）

ず
高
水
準
で
あ
る
が
、「
孤
立
へ
の
懸
念
」
も
各
年
齢
階
層
で
三

割
前
後
と
比
較
的
高
く
、
六
〇
歳
代
で
二
五
％
程
度
へ
低
下
す
る

が
、
七
〇
歳
代
で
再
び
三
割
が
「
孤
立
へ
の
懸
念
」
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
「
家
庭
内
の
人
間
関
係
」「
近
隣
で
の

人
間
関
係
」
で
も
み
ら
れ
、
前
者
は
二
割
前
後
、
後
者
一
割
前
後

の
水
準
で
、
全
年
齢
階
層
共
通
の
問
題
・
心
配
事
と
な
っ
て
い
る
。

孤
立
を
含
め
た
人
間
関
係
へ
の
懸
念
は
全
年
齢
階
層
共
通
で
あ
り
、

人
生
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
悩
み
の
種
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
年
齢
階
層
別
に
寄
付
（
金
銭
＋
現
物
）
し
た
者
の
比
率
を
み

る
と
、「
各
種
募
金
」
へ
の
参
加
率
が
最
も
高
い
。「
各
種
募
金
」

に
次
い
で
「
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
保
全
・
安
全
な
生
活
・
国
際
協

力
の
た
め
の
活
動
」
へ
の
寄
付
の
参
加
率
が
高
く
、「
各
種
募
金
」

や
他
の
寄
付
と
比
べ
て
現
物
の
比
率
が
比
較
的
高
い
。
ど
の
分
類

の
寄
付
で
も
、
年
齢
階
層
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
寄
付
へ
の

参
加
率
が
高
ま
る
。

「
公
共
交
通
機
関
の
料
金
を
ご
ま
か
す
」「
賄
賂
」「
脱
税
」「
無

資
格
で
の
年
金
や
医
療
給
付
の
請
求
」
の
四
つ
の
不
正
に
対
す
る

許
容
度
（「
認
め
ら
れ
な
い
」
の
比
率
）
に
つ
い
て
は
、
脱
税
へ
の

許
容
度
が
一
番
低
く
（「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比
率
が
高
い
）、

「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正
受
給
」
へ
の
許
容
度
が
最
も
高
い
。

五
．
ま
と
め

本
稿
で
は
筆
者
が
実
施
し
た
二
〇
一
三
年
全
国
社
会
関
係
調
査

（
経
年
変
化
で
は
二
〇
〇
三
年
調
査
、
二
〇
一
〇
年
調
査
も
用
い
て
）
の

個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
年
齢
階
層
別
の
ク
ロ
ス
集
計
表
か
ら
以

下
の
よ
う
な
点
を
見
出
し
た
。

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
団
体
参
加
な
ど
の
構
造
的
社
会
関
係
資
本

に
つ
い
て
は
、
総
じ
て
い
え
ば
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ
ど
つ
き

あ
い
や
団
体
参
加
の
頻
度
が
上
が
る
。
そ
の
一
方
で
、
信
頼
や
互

酬
性
な
ど
の
認
知
的
な
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
は
、
年
齢
階
層

が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
高
水
準
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
社
会
全
体
へ
対
す
る
一
般
的
信
頼
は
壮
年
期
が
ピ
ー
ク
で
、

六
〇
歳
代
以
降
は
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
定
化
信
頼

は
、
同
僚
や
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
は
年
齢
が
上
が
る
と
低
下
す

る
。
同
様
に
互
酬
性
は
、
一
般
的
信
頼
と
反
対
に
、
若
年
層
の
ほ

う
が
壮
年
層
、
高
齢
層
よ
り
も
高
い
。

②
「
生
活
に
満
足
」
の
比
率
は
ど
の
年
齢
階
層
で
も
五
割
を
超

え
、
年
齢
階
層
別
に
は
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
四
〇
歳
代
、

五
〇
歳
代
が
五
割
と
最
も
低
く
、
六
〇
歳
代
で
上
昇
し
、
七
〇
歳

代
で
は
六
割
を
越
え
る
。
生
活
満
足
度
が
年
齢
階
層
に
か
か
わ
ら

一
九
一
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⑥
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
変
化
を
み
る
と
、

「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」、「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
、
い

ず
れ
も
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
に
六
つ
の
年
齢
階
層

す
べ
て
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
四
〇
歳
代
と
五
〇
歳
代
で
の
低

下
が
大
き
い
。
特
に
「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」
の
な
か
の
選
択

肢
で
あ
る
「
隣
の
人
が
誰
か
も
知
ら
な
い
」
の
比
率
は
若
年
層
ほ

ど
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
加
え
て
「
近
所
づ
き
あ
い
の
頻
度
」

の
選
択
肢
で
あ
る
「
つ
き
あ
い
は
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
」
の
比

率
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
友
人
・
知
人
と
の
つ

き
あ
い
の
頻
度
」
も
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
度
の
間
、

全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
特
に
、
四
〇
歳
代
以
上
で
は

二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
の
間
も
低
下
し
て
い
る
。「
親
戚
・

親
類
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年

の
間
の
低
下
が
大
き
く
、「
同
僚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
」
は

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
で
、
二
〇
歳
代
を
除
き

全
年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
団
体
参
加
率
は
、
四

つ
の
タ
イ
プ
の
活
動
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
一
〇
年
間
で
お
し

な
べ
て
高
齢
に
な
る
ほ
ど
参
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
四
つ
の
タ

イ
プ
の
活
動
の
う
ち
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
」

と
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
」
は
全
年
齢
階
層
で
参
加
率

四
つ
の
不
正
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
年
齢
階
級
が
上
が
る
ほ
ど
、

不
正
を
認
め
な
い
と
す
る
比
率
が
高
ま
る
が
、「
脱
税
」「
公
共
交

通
料
金
」
に
つ
い
て
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比
率
が
七
〇

歳
代
で
は
若
干
低
下
す
る
。
ま
た
、「
年
金
・
医
療
給
付
の
不
正

受
給
」
に
つ
い
て
は
若
年
層
の
許
容
度
が
特
に
高
く
、
二
〇
歳
代

で
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
比
率
は
五
六
％
に
す
ぎ
ず
、
年

金
・
医
療
給
付
に
関
す
る
モ
ラ
ル
低
下
が
顕
著
で
あ
る
。

④
心
の
健
康
を
表
す
Ｋ
6
は
二
〇
歳
代
が
最
も
高
く
、
そ
の
後

六
〇
歳
代
ま
で
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
低
下
し
て
い
る
が
、
身
体

の
健
康
を
表
す
主
観
的
健
康
感
は
三
〇
歳
代
を
底
に
そ
の
後
年
齢

階
層
が
上
が
る
ご
と
に
一
貫
し
て
上
昇
し
て
お
り
、
七
〇
歳
代
で

は
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
が
健
康
で
は
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
心

の
健
康
は
年
齢
と
順
相
関
で
年
を
取
る
と
改
善
す
る
が
、
身
体
の

健
康
は
年
齢
と
逆
相
関
で
年
を
と
る
と
悪
化
す
る
。
身
体
の
健
康

と
年
齢
の
関
係
は
当
然
で
あ
る
が
、
心
の
健
康
と
年
齢
の
順
相
関

は
、
若
年
層
を
囲
む
環
境
が
い
か
に
過
酷
で
あ
る
か
を
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
よ
う
。

⑤
男
女
別
に
は
、
構
造
的
社
会
関
係
資
本
は
、
身
近
な
人
々
と

の
つ
き
あ
い
は
女
性
の
方
が
密
で
あ
る
が
、
団
体
参
加
率
は
男
性

の
ほ
う
が
高
い
。

一
九
二



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
三
）

謝
辞本

調
査
は
平
成
二
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究
（
Ａ
））「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
政
策
含
意
│

そ
の
醸
成
要
因
と
地
域
差
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
四
二
四
三
〇
四
〇

研
究
代
表
者
：
稲
葉
陽
二
）
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
研
究

分
担
者
の
石
田
光
規
先
生
、
石
田
祐
先
生
、
菅
野
剛
先
生
、
西
川

雅
史
先
生
、
露
口
健
司
先
生
か
ら
貴
重
な
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

内
閣
府
国
民
生
活
局
か
ら
二
〇
〇
三
年
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
の
提

供
を
受
け
ま
し
た
。
助
成
を
賜
っ
た
文
部
科
学
省
と
内
閣
府
に
篤

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
査
読
の
労
を
お
取
り
い
た
だ
い

た
先
生
方
か
ら
も
貴
重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
資
料
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
緒
方
淳
子
、

草
ヶ
谷
明
日
美
、
西
谷
直
樹
、
小
笠
原
宜
子
の
各
氏
に
対
し
て
も

記
し
て
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
考
文
献

稲
葉
陽
二
（
二
〇
一
四
）「
日
本
の
社
会
関
係
資
本
は
毀
損
し
た
か
│

二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会

関
係
資
本
の
変
化
│
」『
政
経
研
究
』
第
五
一
巻
第
一
号
、
日
本
大

学
法
学
会
、
一
│
三
〇
頁
。

が
上
昇
し
た
。
前
者
は
四
十
歳
代
以
降
の
参
加
率
上
昇
が
顕
著
で

あ
る
が
、
後
者
は
二
〇
歳
代
の
若
年
層
も
含
め
全
て
の
年
齢
階
層

で
大
幅
な
上
昇
が
み
ら
れ
る
。「
地
縁
的
な
活
動
」
は
四
〇
歳
代

以
降
の
参
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
の
他
の
団
体
活

動
」
で
は
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
代
で
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
る
。

「
一
般
的
信
頼
」
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、

全
年
齢
階
層
で
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
三
年
も
、
二
〇
歳

代
と
四
〇
歳
代
を
除
き
、
二
〇
〇
三
年
の
水
準
よ
り
も
高
い
。

二
〇
〇
三
年
調
査
で
は
四
十
歳
代
が
一
番
高
く
、
一
〇
年
後
の

二
〇
一
三
年
調
査
で
は
五
〇
歳
代
が
一
番
高
い
。
二
〇
〇
三
年
調

査
の
四
〇
歳
代
は
一
九
六
三
年
か
ら
七
三
年
の
高
度
成
長
期
に
生

ま
れ
た
世
代
で
あ
る
が
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
幼
少
期
の
体
験

が
一
般
的
信
頼
に
つ
い
て
の
前
向
き
の
評
価
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
特
定
の
人
や
組
織
へ
の
「
特
定
化

信
頼
」
は
総
じ
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
間
、
ほ
ぼ
全

年
齢
階
層
で
低
下
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
特
定
化
信
頼
」
は
対

組
織
・
対
人
と
も
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
変

化
は
比
較
的
軽
微
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
以
降
大
幅
低
下
と
な
っ

て
い
る
。

一
九
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
三
四
）

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）、
二
〇
〇
八
年
稲
葉
・
日
本
総
研
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

調
査
）、
稲
葉
に
よ
る
二
〇
一
〇
年
調
査
（
郵
送
法
）、
今
回
の

二
〇
一
三
年
調
査
（
郵
送
法
）
の
み
で
あ
る
。

（
4
） 

平
成
二
五
年
七
月
二
三
日
付
承
認
番
号
二
五
│
一
一
│
〇
。

（
5
） 

本
稿
で
記
述
し
て
い
る
集
計
値
は
欠
損
値
を
含
め
た
総
数
を

分
母
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

（
6
） 

調
査
結
果
の
概
要
は
、
内
閣
国
民
生
活
局
（
二
〇
〇
三
）
参

照
。
同
調
査
は
、
郵
送
法
調
査
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
を
同
一
の
質
問
票

を
用
い
て
実
施
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
郵
送
法
の
み

を
扱
う
。

稲
葉
陽
二
（
二
〇
一
一
）「
暮
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査　

二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
調
査
の
概

要
」『
政
経
研
究
』
第
四
八
巻
第
一
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、

一
〇
七
│
一
三
〇
頁
。

稲
葉
陽
二
（
二
〇
〇
五
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
経
済
的
含

意
│
心
の
外
部
性
と
ど
う
向
き
合
う
か
」『
計
画
行
政
』
日
本
計
画

行
政
学
会
、
第
二
八
巻
四
号
、
一
七
│
二
二
頁
。

稲
葉
陽
二
（
二
〇
〇
八
）「
序
章　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
多

面
性
と
可
能
性
」
稲
葉
陽
二
（
編
著
）『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
潜
在
力
』
日
本
評
論
社
、
一
一
│
二
二
頁
。

内
閣
府
国
民
生
活
局
（
二
〇
〇
三
）『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
│

豊
か
な
人
間
関
係
と
市
民
活
動
の
好
循
環
を
求
め
て
│
』
国
立
印

刷
局
。

 

以
上

（
1
） 

社
会
関
係
資
本
の
定
義
は
稲
葉
（
二
〇
〇
五
：
二
〇
〇
八
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 

Ｋ
6
値
。

（
3
） 

社
会
関
係
資
本
の
構
成
要
素
は
信
頼
、
互
酬
性
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
れ
ら
を
包
括
的
に
対
象
と
し

た
全
国
社
会
調
査
は
二
〇
〇
三
年
内
閣
府
国
民
生
活
局
調
査
（
郵

送
法
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
併
用
）、
二
〇
〇
五
年
内
閣
府
経
済
社
会
総
合

研
究
所
調
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）、
二
〇
〇
七
年
日
本
総
研
調
査

一
九
四



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
五
）

 
2

  

    

 
1

 

一
九
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
三
六
）
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一
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六



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
七
）
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政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
三
八
）

 
8

  
 

 
7

  

一
九
八



二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た
社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化
（
稲
葉
）

（
九
三
九
）

 
10
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九
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
九
四
〇
）
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